
次
々
と
戦
争
し
な
け

れ
ば
立
ち
ゆ
か
な
い
ア

メ
リ
カ
の
軍
事
経
済
の

下
で
、
ト
ラ
ン
プ
が
大

統
領
に
な
っ
て
そ
の
動

き
は
激
し
く
な
り
ま
し
た
。
シ
リ

ア
に
も
手
を
出
し
、
次
に
勝
て
る

相
手
と
し
て
北
朝
鮮
を
目
標
に
し

て
い
ま
す
▼
ウ
ソ
と
ペ
テ
ン
の
ア

ベ
内
閣
は
、
ト
ラ
ン
プ
に
忠
義
面

し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
原
子
力
空
母

を
護
衛
す
る
共
同
作
戦
に
参
加
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ア
メ
リ

カ
と
日
本
の
経
済
復
興
の
た
め
だ

と
説
明
し
な
が
ら
で
す
▼
戦
争
で

も
う
け
る
話
は
、
72
年
前
に
戦
争

に
負
け
て
答
え
が
出
て
い
ま
す
。

戦
争
を
経
験
し
た
私
た
ち
は
、
ア

ベ
首
相
の
間
違
い
に
追
随
す
る
こ

と
は
出
来
ま
せ
ん
▼
戦
争
は
、
エ

サ
（
利
益
）
を
奪
い
合
う
動
物
の

世
界
の
延
長
で
す
。
人
間
に
は

「
言
葉
」
が
あ
り
話
が
出
来
ま
す
。

エ
サ
の
奪
い
合
い
で
は
な
く
「
話

し
合
っ
て
分
け
合
う
（
配
分
）
」

こ
と
で
、
戦
争
を
防
ぐ
道
が
拓
け

ま
す
▼
ア
ベ
首
相
に
話
し
合
う
知

恵
が
な
い
な
ら
、
私
た
ち
が
政
府

を
取
り
替
え
る
知
恵
を
出
し
ま
し
ょ

う
よ
。

（
辻
井

良
和

記
）

新しい仲間を
紹介します

仲間づくり

(4月21日現在)

２０５名

第

21
回
支
部
総
会
は
、

４
月

26
日
（
水
）
午
前

10

時
か
ら
、
ジ
ェ
フ
リ
ー
す

ず
か
３
階
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
ま
す
。
す
で
に
、
「
議

案
書
」
は
、
「
き
ら
ら
」

４
月
号
と
一
緒
に
配
布
済

み
で
す
。
一
度
目
を
通
し

て
い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
の

参
加
と
、
真
摯
で
熱
い
討

議
を
お
願
い
し
ま
す
。

支
部
の
課
題
と
し
て
は
、

昨
年
度

32
人
が
新
し
い
仲

間
と
な
り
ま
し
た
が
、
34

人
が
退
会
さ
れ
た
仲
間
づ

く
り
、
「
誕
生
会
」
も
小

改
善
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

仲
間
づ
く
り
と
連
動
す
る

財
政
も
窮
迫
し
て
い
ま
す
。

楽
し
み
７
分
の
支
部
行
事
、

サ
ー
ク
ル
活
動
を
も
っ
と

活
発
に
す
る
に
は
、
等
、

い
い
知
恵
を
出
し
合
い
ま

し
ょ
う
。

さ
ら
に
、
私
達
の
命
綱
で
あ
る

年
金
の
引
き
下
げ
問
題
、
ま
た
も
、

６
月
か
ら
０
・
１
％
引
き
下
げ
ら

れ
ま
す
。
昨
年
11
月
の
「
受
給
資

格
10
年
に
短
縮
」
、
12
月
の
「
年

金
カ
ッ
ト
法
」
、
違
憲
裁
判
の
取

り
組
み
等
々
、
４
月
か
ら
始
ま
っ

た
介
護
の
「
地
域
総
合
事
業
」
の

こ
と
、
国
保
の
広
域
化
で
ま
た
上

が
る
保
険
料
？
、
医
療
費
の
限
度

額
の
引
き
上
げ
・
後
期
高
齢
者
医

療
の
保
険
料
軽
減
の
縮
小
な
ど
、

内
心
の
自
由
を
奪
い
、
監
視
・
盗

聴
・
密
告
社
会
に
す
る
共
謀
罪
の

廃
案
の
こ
と
、
野
党
共
闘
を
作
り

上
げ
、
衆
院
選
で
勝
ち
、
立
憲
主

義
を
回
復
す
る
大
仕
事
の
こ
と
、

国
連
の
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
を

誕
生
さ
せ
る
平
和
の
こ
と
、

な
ど
な
ど
、
熱
く
話
し
合
い
ま
し
ょ

う
。駐

車
場
は
、
第
２
駐
車
場
を
使

い
、
ジ
ェ
フ
リ
ー
以
外
の
駐
車
枠

に
駐
め
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

弁
当
・
茶
菓
は
準
備
し
ま
す
。

コ
ー
ヒ
ー
・
ト
マ
ト
等
毎
回
好

評
の
バ
ザ
ー
も
あ
り
ま
す
。

（
勝
谷

鐵
幸

記
）

（１） 第２４２号 き ら ら ２０１７．４．２１

武野 千文さん
（竹野）

水谷 公子さん
（南堀江）

波の音
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三重県鈴鹿支部

第２４２号
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事務局
〒513-1124
鈴鹿市自由ヶ丘

1－16－30
http://suzuka-nen
kinsya.jimdo.com/

編集責任者
勝谷鐵幸

鈴鹿市岸岡町1641-20
tel 059ｰ387-0383
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桑原 篤
tel 059ｰ374-2894

第 21 回支部総会 出席して熱い討議を！

み
ん
な
で
話
そ
う

生
き
が
い
・
楽
し
み

仲
間
づ
く
り
・年
金
・医
療
・介
護
・立
憲
主
義
回
復
・共
謀
罪
も

「
新
年
金
署
名
」デ
ビ
ュ
ー

４
月
15
日

今
年
度
初
の
年
金
宣
伝

４
月
15
日
に
、
９
人
が
参
加
し

て
、
一
斉
宣
伝
を
行
い
ま
し
た
。

雨
が
降
り
出
し
、
何
と
か
40
分
間

行
い
、
訴
え
を
終
え
ま
し
た
。

年
金
が
前
日
繰
り
上
げ
支
給
さ

れ
た
せ
い
か
、
土
曜
日
で
買
い
物

客
が
多
い
で
あ
ろ
う
と
の
予
想
が

外
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
「
新
年

金
署
名
」
が
60
筆
集
ま
り
、
チ
ラ

シ
も
約
80
枚
配
り
ま
し
た
。

「
新
年
金
署
名
」
（
『
国
の
責

任
で
、
若
い
人
も
高
齢
者
も
安
心

で
き
る
年
金
制
度
を
求
め
る
請
願

署
名
』
）
は
、
今
後
、
組
合
員
一

人
当
た
り
５
筆
を
目
標
に
取
り
組

み
ま
す
。
請
願
項
目
は
、
①
マ
ク

ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
を
廃
止
し
、

「
年
金
カ
ッ
ト
法
」
の
年
金
額
改

定
新
ル
ー
ル
は
実
施
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。
②
全
額
国
庫
負
担
に
ろ

る
最
低
保
障
年
金
制
度
を
早
急
に

実
現
し
て
下
さ
い
。
③
年
金
支
給

開
始
年
齢
の
引
き
上
げ
は
や
め
て

く
だ
さ
い
。
④
年
金
の
隔
月
支
給

を
国
際
標
準
の
毎
月
支
給
に
あ
ら

た
め
て
く
だ
さ
い
。
で
す
。

（
勝
谷

鐵
幸

記
）

署名と話し合い
写真提供 勝谷 鐵幸
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共
済
活
動
は
、
お
互
い
の
助
け

合
い
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
是
非

皆
様
の
ご
参
加
を
よ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

自
転
車
保
険
に
以
前
か
ら
加
入

さ
れ
て
い
る
方
に
は
継
続
加
入
申

込
書
を
お
送
り
し
ま
す
。
契
約
内

容
を
確
認
し
是
非
継
続
を
お
願
い

し
ま
す
。
た
だ
し
、
７
月
１
日
で

満
81
才
以
上
の
方
は
加
入
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

掛
け
金
は
、
単
身
契
約
が
な
く

な
り
、
全
て
家
族
契
約
で
一
人
世

帯
も
家
族
並
み
の
掛
け
金
に
統
一

さ
れ
１
年
分
４
１
０
０
円
と
な
り

ま
し
た
。
一
人
で
も
家
族
数
「
１
」

と
書
き
込
ん
で
下
さ
い
。

新
規
に
契
約
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
役
員
に
申
し
出
て
下
さ
い
。

４
枚
組
の
新
規
加
入
申
し
込
み
書

を
渡
し
ま
す
の
で
記
入
し
、
印
鑑

を
押
し
て
提
出
下
さ
い
。
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

（
支
部
共
済
会

桑
原

篤

記
）

月
３
日
に
四
日
市
の
市
立
体
育
館

で
行
わ
れ
た
「
60
才
以
上
卓
球
を

楽
し
む
大
会
（
高
田
杯
）
」
参
加

さ
れ
ま
し
た
。
Ａ
ク
ラ
ス
２
部
で
、

見
事
第
３
位
に
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

中
日
新
聞
に
名
前
が
載
っ
た
の
を

お
姉
さ
ん
か
ら
の
電
話
で
知
り
ま

し
た
。
姉
が
喜
ん
で
く
れ
た
の
が

う
れ
し
か
っ
た
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

桑
原
さ
ん
は
、
「
ど
の
試
合
も

接
戦
で
、
誰
が
負
け
て
も
お
か
し

く
な
い
シ
ー
ソ
ー
ゲ
ー
ム
で
し
た
。

と
て
も
運
が
よ
か
っ
た
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
健
康
維
持
を
か
ね
て

卓
球
を
楽
し
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
し
た
。
」
と
、
喜
び
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

数
年
前
に
は
、
３
部
で
３
位
入

賞
で
し
た
か
ら
、
相
当
練
習
を
積

ん
で
腕
を
上
げ
ら
れ
た
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。（

勝
谷

鐵
幸

記
）

喜
ば
れ
て
い
ま
す

自
転
車
保
険
の
募
集

〆
切
り
５
／
25

監視はイヤだ！
５・13 鈴鹿パレード
５月１３日（土）

10 時～ 11 時 30 分

弁天山公園(ハンター横)

「共謀罪ＮＯ！実行委員会」

全国一斉街頭宣伝行動に呼

応しての集会・パレード。

プラカード持って集まろう！

サ
ー
ク
ル
「
卓
球
を
楽
し
も
う
」

の
世
話
役
の
桑
原
篤
さ
ん
は
、
４

年
末
調
整
、
年
収
４
０
０
万
円

以
下
の
人
は
、
年
末
調
整
を
し
な

く
て
い
い
と
い
う
の
は
、
真
に
受

け
て
は
だ
め
で
す
。

イ
オ
ン
モ
ー
ル
（
ベ
ル
シ
テ
ィ
）

鈴
鹿
、
２
階
イ
オ
ン
ホ
ー
ル
に
て
、

毎
年
２
月
中
旬
～
３
月
中
旬
９
時

～
５
時
（
土
，
日
休
み
）
税
務
署

が
出
張
し
て
き
て
、
ｅ
Ｔ
Ａ
Ｘ

（
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ

ム
）
に
て
頼
め
ば
、
年
末
調
整
を

し
て
く
れ
ま
す
。
（
振
り
込
む
銀

行
口
座
、
印
鑑
が
必
要
で
す
。
）

ち
な
み
に
、
私
は
、
昨
年
10
万
円
、

今
年
は
８
万
円
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

人
そ
れ
ぞ
れ
で
は
あ
ろ
う
と
思
い

ま
す
が
、
や
っ
て
損
は
な
い
で
し
ょ

う
。
や
ら
な
く
て
は
１
円
も
戻
っ

て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
年
も
還
付
さ
れ
ま
し
た

２
０
１
６
年
分
税
金
確
定
申
告

樋
口

出

桑
原
さ
ん

３
位
入
賞

60
才
以
上
卓
球
を
楽
し
む
大
会（
高
田
杯
）

蜂
谷
行
雄
さ
ん
を
偲
ぶ

豊
留

正
利

蜂
谷
さ
ん
は
、
３
月

23
日
享
年

86

歳
で
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
０
９
年
６
月
か
ら
年
金
者
組
合

の
活
動
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
俳
句

や
、
川
柳
を
、
実
兄
が

50
年
ほ
ど
シ

ベ
リ
ヤ
に
捕
虜
と
し
て
抑
留
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
、
「
き
ら
ら
」
に
、

記
事
を
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
糖
尿
病
、
前
立
腺
癌
、
目

の
病
で
、
半
年
ほ
ど
前
か
ら
読
み
物
も
出
来
な
い
状
態
に
陥
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
、
年
金
者
組
合
の
運
動
が
発
展
し
て
ほ
し
い
と
、
組
合
の

行
事
に
参
加
で
き
な
く
て
悪
い
な
ァ
、
と
言
い
な
が
ら
、
組
合
費
を
毎

月
納
め
て
い
ま
し
た
。

衷
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

さ

頭
の

店

参
考
資
料
「
熟
語
、
こ
と
わ
ざ
思
い

出
し
テ
ス
ト
」
（
コ
ス
モ
21
発
行
）

【
問
題
】
熟
語
・
慣
用
句
・
こ
と
わ
ざ
を
読
み
、
□
に
言
葉
を
入
れ
て
く

だ
さ
い
。

梱
包

梯
子

枯
山
水

五
月
雨

新
陳
代
謝

恒
久
平
和

う
な
ば
ら

え
と

そ
う
ま
と
う

せ
ん
さ
ば
ん
べ
つ

祝
ご
□
□
（
え
い
て
ん
）

□
□
（
き
ぐ
ら
い
）
が
高
い

春
の
□
□
□
（
え
ん
ゆ
う
か
い
）

大
阪

の
□
□
□
（
く
い
ど
う
ら
く
）

□
□
□
（
だ
い
さ
ん
し
ゃ
）
委
員
会
の

調
査

【
答
え
】
こ
ん
ぽ
う

は
し
ご

か
れ
さ
ん
す
い

さ
み
だ
れ

し
ん
ち
ん
た
い
し
ゃ

こ
う
き
ゅ
う
へ
い
わ

海
原

干
支

走
馬
灯

千
差
万
別

栄
転

気
位

園
遊
会

食
道
楽

第
三
者

（
太
田

和
美

記
）
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や
っ
と
、
携
帯
（
ガ
ラ
ケ
ー
）
と
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
２
台
持
ち
か
ら
、

ス
マ
ホ
に
換
え
ま
し
た
。

Ｓ
Ｉ
Ｍ
フ
リ
ー
ス
マ
ホ
と
い
う
言
葉
は
聞
い
た
こ
と
は
あ
る
が
、
内

容
が
い
ま
い
ち
わ
か
り
ま
せ
ん
。
最
近
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
格
安
Ｓ
Ｉ

Ｍ
ブ
ラ
ン
ド
の
、
Ｙ
！
ｍ
ｏ
ｂ
ｉ
ｌ
ｅ
（
ワ
イ
モ
バ
イ
ル
）
の
店
が
鈴

鹿
に
も
出
来
た
の
で
行
っ
て
み
ま
し
た
。

音
声
通
話
話
し
放
題
、
デ
ー
タ
ー
は
月
３
Ｇ
の
ス
マ
ホ
Ｍ
プ
ラ
ン
で
、

月
３
９
８
０
円
の
定
額
（
実
際
は
こ
れ
よ
り
割
り
引
き
あ
り
）
で
安
い

で
す
。

年
金
者
組
合
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
で
も
、
私
の
参
加
で
き
る
日
は
、
パ

ソ
コ
ン
に
加
え
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
ス
マ
ホ
の
レ
ッ

ス
ン
も
し
ま
す
の
で
、
興
味
あ
る
方
は
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

は
じ
め
に
中
央
本
部
副

委
員
長
の
田
中

諭
さ
ん

に
よ
る
基
調
報
告
が
あ
り
、

会
議
の
留

意
点
と
し

て

「
全
支
部
か
ら
代
表
参
加

と
、
全
参
加
者
が
発
言
を
、

女
性
代
表
者
を
多
く
、
自

治
体
の
挨
拶
も
要
請
し
、

街
づ
く
り
も
推
進
す
る
」

と
さ
れ
て
ま
す
。

又
、
組
織
到
達
状
況
、

活
動
指
標
、
衆
議
院
選
挙

に
よ
る
政
治
変
革
等
も
話

さ
れ
ま
し
た
。
次
に
、
森

弁
護
士
に
よ
る
「
年
金
減

額
違
憲
訴
訟
の
意
義
と
課

題
」
と
し
て
裁
判
の
説
明

県
本
部
定
期
大
会
が
、
３
月
28

日
に
、
松
阪
市
橋
西
市
民
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
鈴
鹿
支
部
か

ら
は
、
役
員
４
人
、
代
議
員
14
人

が
参
加
し
、
大
会
係
と
し
て
、
議

事
運
営
委
員
に
中
川
一
春
代
議
員
、

選
管
委
員
に
加
藤
次
郎
代
議
員
が

務
め
ま
し
た
。

開
会
式
次
第
の
後
、
議
題
に
入

り
ま
し
た
。

昨
年
度
の
経
過
報
告
で
、
①
年

金
下
げ
る
な
の
裁
判
運
動
に
力
を

し
め
し
た
。
②
「
戦
争
の
記
憶
」

冊
子
の
発
行
は
好
評
で
あ
っ
た
。

③
仲
間
づ
く
り
は
減
少
傾
向
を
克

服
で
き
な
か
っ
た
。
④
財
政
が
厳

し
い
状
況
に
あ
る
。
の
４
点
の
問

題
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ら
と
討
論
を
踏
ま
え
、
今

年
度
の
方
針
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

特
に
、
高
齢
者
多
数
の
生
き
が
い

と
憲
法
を
大
切
に
し
て
、
年
金
・

書
記
長
に
寺
崎
さ
ん
を
選
ぶ

第
28
回
三
重
県
年
金
者
組
合
組
合
定
期
大
会

名
古
屋
で
開
ら
か
れ
、
参
加
し
ま

し
た
。

「
２
０
１
７
年
束
海
地
方
プ
ロ
ッ

ク
支
部
交
流
集
会
に
、
３
月
24
日

僅
か
な
弁
護
料
で
奮
闘

２
０
１
７
年
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
交
流
集
会

医
療
・
介
護
の
権
利
を
守
り
、
仲

間
を
増
す
、
平
和
な
社
会
を
若
者

に
引
く
継
ぐ
た
め
に
、
野
党
共
闘

を
力
に
ア
ベ
内
閣
の
悪
政
を
変
え

よ
う
、
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
２
つ
の
決
議
、
「
戦

争
す
る
国
づ
く
り
に
反
対
し
、
憲

法
を
守
り
生
か
す
決
議
」
「
年
金

下
げ
る
な
裁
判
の
運
動
を
成
功
さ

せ
る
た
め
の
決
議
」
を
採
択
し
ま

し
た
。

役
員
補
充
選
挙
で
、
空
席
で
あ
っ

た
副
委
員
長
３
人
、
書
記
長
に
寺

崎
由
郎
さ
ん
（
四
日
市
支
部
）
を

選
び
ま
し
た
。
鈴
鹿
支
部
か
ら
出

て
い
る
辻
井
良
和
委
員
長
は
引
き

続
き
が
ん
ば
ら
れ
ま
す
。

（
勝
谷

鐵
幸

記
）

澤
井

順
子

格
安
ス
マ
ホ
に
換
え
ま
し
た

橋
詰

圭
一

挨拶する辻井良和委員長
写真提供 勝谷 鐵幸

全
体
集
会

写
真
提
供

辻
井

良
和

も
あ
り
ま
し
た
。

又
、
弁
護
士
さ
ん
達
は
本
当
に

僅
か
な
弁
護
士
料
金
で
仕
事
を
し

て
い
た
だ
い
で
い
る
こ
と
も
知
り

ま
し
た
。

次
は
三
重
県
本
部
共
済
会
の
辻

井
良
和
さ
ん
よ
り
「
高
齢
者
の
暮

ら
し
を
守
る
共
済
活
動
」
と
題
し

て
の
、
共
済
が
高
齢
者
の
生
活
に

と
り
安
心
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
等

が
説
明
さ
れ
、
午
前
中
の
予
定
は

終
了
し
、
午
後
は
４
分
散
会
に
分

か
れ
て
話
し
合
い
が
も
た
れ
ま
し

た
。私

た
ち
は
女
性
全
員
が
一
つ
の

部
屋
で
、
女
性
部
の
必
要
性
と
か
、

作
り
方
を
話
し
合
い
を
す
る
処
で

し
た
が
、
何
故
か
あ
ま
り
参
加
し

た
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

違
憲
年
金
裁
判
弁
護
士



を
最
後
に
、
サ
ー
ク
ル
を
解
消
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

最
終
日
は
名
残
を
惜
し
ん
で
参

加
者
は
26
人
に
な
り
、
一
緒
に
食

事
を
し
て
、
記
念
写
真
も
撮
っ
て

温
泉
に
入
り
、
午
後
４
時
頃
鈴
鹿

に
帰
り
ま
し
た
。

温
泉
め
ぐ
る
会
は
、
４
月
19
日
、

伊
賀
市
の
「
や
ぶ
っ
ち
ゃ
の
湯
」

温
泉
め
ぐ
る
会

サ
ー
ク
ル
短
信

最
終
回

十
八
年
の
歴
史
に
幕

パ
ソ
コ
ン
教
室

（４）第２４２号 き ら ら ２０１７．４．２１

ら
お
喋
り
を

楽
し
み
ま
し

た
。次

回
は
、

５

月

17

日

（
水
）
午
前

９
時
か
ら
、

雨
天
時
は
５

月
19
日
（
金
）

に
な
り
ま
す
。

場
所
は
フ
ラ

ワ
ー
パ
ー
ク

で

す

。

（
松
田

二

郎

記
）

（
４
／
19
実
施
）

今
日
は
４
名
の
教
室
で
し
た
。

あ
る
人
は
「
パ
ワ
ー
Ｄ
Ｖ
Ｄ
１
４
」

（
映
像
ソ
フ
ト
名
）
の
パ
ソ
コ
ン

へ
取
り
込
む
練
習
を
し
ま
し
た
。

あ
る
人
は
「
音
多
倶
楽
部
Ｎ
Ｏ
．

１
３
６
」
の
Ｃ
Ｄ
へ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
の
練
習
を
し
ま
し
た
。
橋
詰
さ

ん
も
参
加
さ
れ
て
、
い
ろ
い
ろ
な

質
問
に
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

５
月
は
第
２
水
曜
、
10
日
と
第

４
、
24
日
水
曜
日
に
な
り
ま
す
。

（
樋
口

公
允

記
）

史
跡
め
ぐ
り
の
会

４
月
14
日
、
関
町
街
道
散
策
と

正
法
寺
の
桜
見
物
に
い
き
ま
し
た
。

満
開
の
桜
が
目
に
も
あ
ざ
や
か
、

関
町
年
金
者
組
合
の
皆
さ
ん
の
名

ガ
イ
ド
で
と
て
も
楽
し
く
、
充
実

し
た
一
日
に
な
り
ま
し
た
。
（
参

加
16
名
）

次
回
５
月

17
日
（
水
）
13
時

30
分
～
、
ジ
ェ
フ
リ
ー
す
ず
か
。

（
谷
口

茂

記
）

史跡めぐりの会 写真提供 谷口 茂

グランドゴルフ 写真提供 松田 二郎

18
年
間
に
行
っ
た
温
泉

の
数
は
２
０
０
回
を
超
え
、

東
海
４
県
は
も
ち
ろ
ん
奈

良
県
、
滋
賀
県
、
京
都
府
、

大
阪
府
、
和
歌
山
県
、
兵

庫
県
な
ど
に
及
び
ま
し
た
。

１
８
年
間
参
加
さ
れ
た
皆

さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
。

（
辻
井

良
和

記
）

温
泉
の
会

写
真
提
供

辻
井
良
和

追
伸
、
バ
ス
の
中
に
忘
れ
物
の
帽

子
が
あ
り
ま
し
た
。
辻
井
が
保
管

し
て
い
ま
す
。
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
電
話
３
８
６
ー
０
５
２
９
）

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
と
花
見

弁
当
で
楽
し
み
ま
し
た

三
分
咲
き
の
桜
を
見
な
が
ら
５

日
に
、
男
３
名
女
８
名
の
11
名
で

４
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。

優
勝
は
４
ゲ
ー
ム
ト
ー
タ
ル
70

で
松
田
二
郎
で
し
た
。

ブ
ー
ビ
ー
賞
は
岡
本
美
千
子
さ

ん
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
は
、
松
田

二
郎
が
３
回
と
岡
本
美
千
子
さ
ん
、

辻
喜
久
恵
さ
ん
、
豊
留
正
利
さ
ん
、

豊
留
和
子
さ
ん
、
松
田
房
子
さ
ん
、

山
際
節
子
さ
ん
が
各
１
回
の
計
９

回
で
し
た
。

昼
食
に
花
見
弁
当
を
頂
き
な
が

４
月

11
日
（
火
）
第

32
回
卓

球
サ
ー
ク
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

11
人
の
参
加
で
し
た
。
今
日
は
、

新
し
く
２
名
の
方
が
参
加
し
、
賑

や
か
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
一

人
、
年
金
者
組
合
に
加
入
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

練
習
は
い
つ
も
通
り
、
サ
ー
ブ

を
出
し
て
、
フ
ォ
ア
と
バ
ッ
ク
で

打
ち
返
す
練
習
を
し
ま
し
た
。
ダ

ブ
ル
ス
の
試
合
も
行
い
、
あ
っ
と

い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
ま
し
た
。

次
回
は
、
５
月
９
日
（
火
）
13

時

30
分
～

15
時

30
分
、
白
子
コ

ミ
セ
ン
。
※
持
ち
物
タ
オ
ル
、
お

茶
、
上
靴
。
※
少
し
で
も
興
味
の

あ
る
方
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
桑
原

篤

記
）

卓
球
を
楽
し
も
う



ま
し
た
。
今
回
の
山
行
は
、
天
候

に
も
恵
ま
れ
、
歩
行
時
間
約

7
時

間
の
ロ
ン
グ
コ
ー
ス
も
皆
さ
ん
の

健
脚
ぞ
ろ
い
で
楽
々
ク
リ
ア
ー
し

初
参
加
の
万
代
さ
ん
も
加
わ
っ
て

の
賑
や
か
で
楽
し
い
春
の
山
行
と

な
り
ま
し
た
。

４
月
12
日
、
サ
ー
ク
ル
も
重
な

り
参
加
者
は
６
人
で
し
た
が
、
新

人
さ
ん
も
来
て
く
れ
て
、
例
会
が

出
来
ま
し
た
。
ま
あ
よ
く
笑
い
ま

し
た
。
一
休
み
に
は
手
作
り
の
ケ
ー

４
月
の
例
会
は
、
６
日
、
10
人

の
出
席
で
し
た
。
今
回
は
、
３
人

の
新
し
い
参
加
が
あ
り
、
楽
し
い

会
で
し
た
。

内
容
は
、
漢
字
の
ド
リ
ル
と
ク

ス
ッ
と
笑
え
る
ユ
ー
モ
ア
に
富
ん

４
月
の
山
行
は
津
市
三
杉
町
の

三
多
気
の
桜
を
愛
で
な
が
ら
出
発

し
、
大
洞
山
の
雌
岳
、
雄
岳
と
尼

が
岳
三
つ
ピ
ー
ク
巡
る
周
回
コ
ー

ス
で
す
。
参
加
者
は
16
名
。

４
月
４
日
（
火
、
晴
れ
）
７
時

に
鈴
鹿
市
を
出
発
。
９
時
10
分
三

多
気
の
駐
車
地
よ
り
登
山
開
始
。

残
念
な
が
ら
楽
し
み
に
し
て
い
た

真
福
寺
ま
で
の
桜
並
木
は
全
く
花

が
咲
い
て
な
く
残
念
。

10
時
40
分
大
洞
山
・
雌
岳
に
到

着
。
暖
か
く
雲
一
つ
な
い
青
空
に

空
気
も
澄
ん
で
眺
望
も
よ
く
東
に

今
か
ら
登
る
尼
ケ
岳
、
南
に
局
ケ

岳
、
西
に
倶
留
尊
山
等
奥
伊
勢
の

山
並
み
の
景
観
に
疲
れ
が
吹
き
飛

び
ま
し
た
。

休
憩
後
、
少
し
登
り

11
時

10

分
双
耳
峰
で
あ
る
雄
岳
に
到
着
。

次
は
尼
ケ
岳
へ
。
骨
倉
峠
に
下
っ

て
小
休
止
を
取
り
再
び
急
坂
を
登

り
返
し
て
13
時
に
伊
賀
富
士
と
呼

ば
れ
る
形
の
き
れ
い
な
尼
が
岳
山

頂
に
到
着
。
３
６
０
度
パ
ノ
ラ
マ

の
景
色
を
眺
め
な
が
ら
の
楽
し
い

昼
食
と
な
り
ま
し
た
。

13
時

40
分
下
山
開
始
。
16
時

20
分
駐
車
場
に
全
員
無
事
到
着
し

大
洞
山

尼
が
岳

４
月
例
会

山
歩
会

（
１
０
１
３
ｍ
）

（
９
５
８
ｍ
）

大輪の横輪桜 写真提供 辻井 良和

（５） 第２４２号 き ら ら ２０１７.４．２１

４
月
12
日
（
水
）
に
、
参
加
者

５
人
（
花
め
ぐ
る
会
参
加
者
多

数
の
為

少
）
で
行
い
ま
し
た
。

歌
と
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
み
ま
し

た
。次

回
例
会
は
、
５
月
10
日
（
水
）

13
時
か
ら
15
時
ま
で
、
社
福
セ
ン

タ
ー
２
階
大
広
間
で
す
。

（
澤
井

順
子

記
）

音
読
の
会

サ
ー
ク
ル
短
信

女
性
部
サ
ー
ク
ル

だ
短
い
物
語
を
４
話
朗
読
し
ま
し

た
。ド

リ
ル
の
答
合
わ
せ
も
人
と
比

べ
る
の
で
は
な
く
自
分
で
す
る
の

で
、
ツ
イ
ツ
イ
と
賑
や
か
で
面
白

い
で
す
。
皆
様
も
一
度
教
室
を
覗

い
て
み
て
下
さ
い
。
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

次
回
は
、
５
月
11
日
（
木
）
９

時
30
分
、
ジ
ェ
フ
リ
ー
す
ず
か
研

修
室
Ｂ
で
す
。

（
太
田

和
美

記
）

み
ん
な
で
唄
う
会

ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ

花
を
め
ぐ
る
会

４
月
12
日
、
10
人
で
伊
勢
市
の

横
輪
ざ
く
ら
を
見
て
き
ま
し
た
。

①今切ったばかりなのに電話の相手の名前

を忘れる②同じことを何度も言う・問うす

る③しまい忘れ置き忘れが増えいつも探し

物をしている④財布・通帳・衣類などを盗

まれたと人を疑う⑤料理・片付け・計算・

運転などのミスが多くなった⑥新しいこと

が覚えられない⑦話のつじつまが合わない

⑧テレビ番組の内容が理解できなくなった

⑨約束の日時や場所を間違えるようになっ

た⑩慣れた道でも迷うことがある⑪些細な

ことで怒りっぽくなった⑫周りへの気づか

いがなくなり頑固になった⑬自分の失敗を

人のせいにする⑭「このごろ様子がおかし

い」と周囲から言われた。⑮ひとりになる

とこわがったり寂しがったりする⑯外出時

持ち物を何度も確かめる⑰「頭が変になっ

た」と本人が訴える⑱下着を替えず身だし

なみをかまわなくなった⑲趣味や好きなテ

レビ番組に興味を示さなくなった⑳ふさぎ

込んで何をするのも億劫がりいやがる

これは日常の暮らしの中で、認知症の始ま

りではないかと思われる言動を、「家族の会」

の会員の経験からまとめたものです。いくつ

か思いあたることがあれば、一応専門家に相

談してみることがよいでしょう。（勝谷 記）

こんなことに思い当たれば、認知症？

ち
ょ っ と 勉 強

名
物
の
横
輪
風
が
強
い
中
、
花

は
優
し
く
豪
華
に
迎
え
て
く
れ
ま

し
た
。
半
開
き
の
大
き
な
蕾
の
房

は
、
私
た
ち
の
心
ま
で
濃
い
ピ
ン

ク
に
染
め
上
げ
、
幸
せ
に
し
て
く

れ
ま
し
た
。

帰
り
は
、
皆
さ
ん
の
希
望
で

「
津
か
わ
げ
道
の
え
き
」
に
立
ち

寄
り
、
思
い
思
い
の
買
い
物
を
た

の
し
み
、
３
時
過
ぎ
帰
宅
し
ま
し

た
。

（
辻
井

豊
子

記
）

キ
も
頂
き
、
心
身
と
も
に
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
て
、
良
い
時
間
を
皆
様
と

と
も
に
過
ご
し
ま
し
た
。

次
回
は
、
５
月
10
日
（
水
）
10

時
～
12
時
、
社
福
セ
ン
タ
ー
２
階

で
す
。
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
ー

す
。

（
田
中

美
代
子

記
）

５
月
例
会
は
、
松
阪
市
の
堀
坂

山
（
７
５
７
ｍ
）
～
観
音
山
（
６

０
５
ｍ
）
で
す
。
難
度
★

脚
力

★
★

５
月
７
日
（
日
）
歩
行
時

間
約
５
時
間

集
合
時
刻
午
前
7

時
、
集
合
場
所
鈴
鹿
市
文
化
会
館

第
三
駐
車
場
。
出
欠
連
絡
先
：
岡

本
美
千
子
、
前
田
純

（
５
月
１

日
ま
で
に
連
絡
下
さ
い
）
５
月
22

日
（
月
）
予
定
の
「
竜
ヶ
岳
～
銚

子
ケ
岳
」
山
行
は
、
後
日
ご
連
絡
。

（
前
田

純

記
）
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き
ら
ら
文
芸

藤
井
美
知
子

雪
解
け
て
鈴
鹿
の
山
は
霞
い
ろ
半
月
遅
れ
飛
び
交
う
つ
ば
め

雨
に
散
る
さ
く
ら
の
花
び
ら
碑
に
留
り
個
人
の
偉
業
称
え
飾
り
ぬ

と

ま

た

た

（
定
五
郎
さ
ん
石
碑
に
て
）

俳
句

満
開
に
無
情
の
雨
や
花
ち
ら
し

川
村
米
子

風
に
た
え
横
輪
ざ
く
ら
の
ほ
ほ
え
み
や

も
の
の
芽
の
一
つ
一
つ
が
仏
か
な

東
口
正
男

念
願
の
恋
女
房
と
花
遍
路

散
る
花
の
花
び
ら
追
ふ
て
ま
た
追
ふ
て

三
林
保
子

老
ひ
て
な
ほ
心
は
な
や
ぐ
桜
か
な

川
柳

議
会
な
ど
相
談
す
る
か
「
ト
ラ
ン
プ
だ
」

余
志
嘉
壽

ス
マ
ホ
か
ら
話
し
た
こ
と
も
Ｃ
Ｉ
Ａ

わ

た

し

と

憲

法

森
川

ヤ
ス
エ
（
鈴
鹿
市
議
会
議
員
）

私
は
日
本
国
憲
法
が
大
好
き
で

す
。
私
と
憲
法
に
つ
い
て
書
き
出

す
と
紙
面
が
い
く
つ
あ
っ
て
も
足

り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
中
学
校

ま
で
そ
の
こ
と
を
意
識
で
き
ず
に

い
ま
し
た
。

た
だ
漠
然
と
「
平
和
憲
法
が
好

き
」
だ
っ
た
。
し
か
し
創
価
学
会

の
人
が
毎
日
朝
に
夕
に
題
目
を
唱

え
て
い
る
日
常
に
触
れ
て
、
私
は

憲
法
を
私
の
指
針
に
し
て
毎
日
読

み
返
せ
ば
、
そ
の
意
味
も
自
分
を

ゆ
る
ぎ
な
い
も
の
に
す
る
ほ
ど
理

解
を
す
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
、
ま

ず
、
前
文
は
せ
め
て
暗
唱
で
き
る

よ
う
に
し
よ
う
と
思
い
立
ち
ま
し

た
。
ノ
ー
ト
に
書
き
、
い
つ
も
メ

モ
を
持
ち
歩
き
、
子
ど
も
や
犬
と

の
散
歩
の
と
き
に
暗
唱
す
る
こ
と

を
続
け
た
の
で
す
。
夫
は
初
め
は

笑
っ
て
い
ま
し
た
が
、
実
現
し
た

時
に
は
あ
き
れ
て
い
ま
し
た
。

覚
え
て
暗
唱
し
て
み
て
わ
か
っ

た
こ
と
は
、
憲
法
前
文
に
は
人
類

が
こ
う
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

願
い
を
す
べ
て
網
羅
し
た
素
晴
ら

し
い
「
詩
」
に
な
っ
て
い
て
感
動

さ
え
す
る
し
、
時
に
は
心
が
震
え

て
涙
が
こ
ぼ
れ
る
こ
と
も
あ
る
こ

と
で
し
た
。

そ
れ
以
来
私
は
憲
法
を
前
文
だ

け
で
な
く
時
々
全
条
文
を
読
み
通

す
こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
そ

し
て
議
員
と
し
て
の
仕
事
に
市
民

生
活
を
守
る
「
砦
」
と
し
て
活
用

し
て
い
ま
す
。

お
元
気
で
す
か
組
合
員
訪
問
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
第

141

回

大
橋

高
庸
さ
ん

た

か
つ
ね

大
橋
さ
ん
は
、
長
く
鈴
鹿
市

の
小
学
校
で
教
師
と
し
て
子
ど
も

に
寄
り
添
う
実
践
を
行
っ
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。
誠
実
で
、
真
面
目
な

人
で
あ
り
、
み
ん
な
か
ら
信
頼
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

昨
年
９
月
に
入
会
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
12
月
に
は
、
萩
森
美

知
子
さ
ん
の
ご
紹
介
で
妻
の
大
橋

里
栄
さ
ん
も
入
会
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
後
の
ご
活
躍
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
（
桑
原
の
一
言
）

定
年
退
職
し
て
か
ら
３
年

退
職
後
、
フ
ル
タ
イ
ム
の
再
任

用
を
２
年
。
本
年
度
は
、
昨
年
度

に
引
き
続
き
週
３
回
の
非
常
勤
講

師
２
年
目
で
す
。

本
年
度
は
、
久
し
ぶ
り
に
教
科

の
授
業
も
持
た
せ
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
い
つ
の

時
代
も
か
わ
い
い
も
の
で
す
。

昨
年
度
か
ら
は
、
仕
事
が
週
3

回
に
な
り
、
自
由
に
な
る
時
間
が

増
え
た
の
と
、
フ
ル
タ
イ
ム
で
仕

事
を
し
て
い
た
時
と
比
べ
る
と
、

運
動
不
足
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
っ

た
こ
と
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
通

い
を
始
め
ま
し
た
。
週
３
回
ぐ
ら

い
約
１
時
間
半
、
体
を
動
か
し
、

健
康
維
持
に
努
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
心
身
と
も
に
健

康
で
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
成
長
に
関
わ
れ
る
こ
と
を
続
け

ら
れ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
大
橋

高
庸
さ
ん
の
自
己
紹
介
）

写
真

桑
原

篤

短
歌

高齢化時代の

生活交通を考える シンポジューム
４月 25 日（火） 13:30 ～ 16:00

鈴鹿市文化会館さつきプラザ

特別講演 鈴木 文彦氏 交通ジャーナリスト・

鈴鹿市地域公共交通会議アドバイザー

シンポジスト 玉城町「元気バス」・鈴鹿市都

市計画課・鈴鹿市民のコミバスをよくする会
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自
動
車
に
乗
ら
な
く
て
も
生
活
が
出
来
る

鈴
鹿
市
に
!

市
内
す
み
ず
み
に
Ｃ
バ
ス
を

走
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

４
月
25
日
に
、
文
化
会
館
に
て
行
わ
れ
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
「
鈴
鹿
市
民
の
コ
ミ

バ
ス
を
よ
く
す
る
会
」
が
、
市
民
が
待
ち
に

待
っ
て
い
る
提
案
を
し
て
く
れ
ま
す
。
み
ん

な
で
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

津
市
で
は
、
町
の
中
を
走
る
バ
ス
に
、
免

許
証
を
返
上
し
た
人
に
運
賃
半
額
の
サ
ー
ビ

ス
が
始
ま
っ
た
と
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
報
じ

ら
れ
ま
し
た
。

バ
ス
で
出
か
け
る
。
何
て
楽
し
い

こ
と
で
し
ょ
う
。
鈴
鹿
市
の
コ
ミ
バ

ス
は
西
部
方
面
だ
け
で
す
が
、
全
域

に
走
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
み
ん
な
が

利
用
し
て
外
出
で
き
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
公

共
の
場
所

や
病
院
な

ど
に
行
け

る
便
利
な

バ
ス
を
た

の
し
み
に

し
て
い
ま

す
。

高
齢
化
時
代
の
生
活
交
通

早
く
走
っ
て
ほ
し
い
便
利
な
バ
ス

「
森
友
も
ん
だ
い
」
は
、
核
心

に
迫
ら
な
い
ま
ま
な
ん
だ
か
ウ
ヤ

ム
ヤ
に
な
り
そ
う
で
ス
ト

レ
ス
が
溜
ま
る
ば
か
り
。

こ
の
問
題
の
本
質
は
、

教
育
勅
語
を
礼
賛
し
復
古

的
な
教
育
理
念
を
掲
げ
た

小
学
校
を
認
定
し
よ
う
と

企
ん
だ
賛
同
者
の
お
歴
々

に
、
財
務
省
と
大
阪
府
の

役
人
達
が
、
寄
っ
て
た
か
っ

て
忖
度
し
た
こ
と
。
忖
度

そ
ん
た
く

は
証
拠
に
な
り
に
く
い
し

罰
せ
ら
れ
に
く
い
。

テ
レ
ビ
の
コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー
が
言
っ
て
い
た
こ
と
で
す
が
、

「
昔
、
日
本
の
軍
隊
は
、
最
後
の

一
兵
ま
で
戦
い
抜
き
、
無
残
に
死

ん
で
い
っ
た
と
聞
き
ま
す
。
外
国

の
場
合
は
、
３
分
の
１

ほ
ど
が
損
傷
し
た
ら
撤

退
し
た
そ
う
で
す
。
こ

の
違
い
は
、
日
本
兵
が

『
教
育
勅
語
』
と
い
う

装
置
に
よ
っ
て
も
駆
り

立
て
ら
れ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
」
と
。

私
た
ち
の
子
や
孫
を

二
度
と
そ
う
さ
せ
て
は

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

☆
父
と
子
の
久
に
酒
く

む
お
ぼ
ろ
の
夜
桜
前
線
テ
レ
ビ
は

報
ず

●とき ６月４日（日）

受付９時30分 10時開会～16時

分科会10時～12時 全体会13時30分～

●会場 伊勢市生涯学習センター（イセトピア）

●記念講演 全体会でフォトジャーナリスト 西谷文和さ

ん（NGOイラクの子どもを救う会代表、テレビでも活躍）

●参加費 八百円と弁当代を女性部で負担します。

●参加申込み 女性部役員に連絡してください。

「森友学園」で判った
「教育勅語」の恐ろしさ

糸柳 昿子

総
務
省
の
調
査
で
エ
ン
ゲ
ル
係

数
が
三
十
年
ぶ
り
の
高
さ
（
二
十

五
．
八
％
）
を
示
し
た
よ
う

で
す
。
家
計
支
出
の
中
に
占

め
る
食
費
の
割
合
を
示
す
数

字
で
、
暮
ら
し
向
き
の
良
し

悪
し
を
示
す
指
標
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

収
入
の
少
な
い
世
帯
ほ
ど

高
い
数
字
に
な
り
、
今
、
消

費
の
三
割
近
く
を
食
料
費
が

占
め
、
暮
ら
し
が
急
激
に
厳

し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

我
が
家
の
エ
ン
ゲ
ル
係
数
は
三
十

％
ど
こ
ろ
か
八
十
％
に
も
行
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
実
感
し
て

い
ま
す
。

ア
ベ
内
閣
（
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
）
の
経
済

政
策
の
結
果
で
あ
る

と
、
し
ん
ぶ
ん
赤
旗

は
分
析
し
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
「
我
が
家

の
エ
ン
ゲ
ル
係
数
」

を
は
じ
き
出
し
、
い

か
に
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

が
弱
い
も
の
い
じ
め

を
し
て
い
る
か
、
数

値
で
は
っ
き
り
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

我が家の
エンゲル係数
辻井 豊子

シャクナゲ 宮崎ヨシ子さん写す

昨
年
12
月
よ
り
民
生
児
童
委
員

の
一
人
と
し
て
、
地
域
で
の
見
守

り
活
動
や
支
援
訪
問
な
ど
、
人
生

の
大
先
輩
方
の
話
し
相
手
や
相
談

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

研
修
や
講
演
会
な
ど
に
も
数
多

く
参
加
し
、
学
ぶ
こ
と
ば
か
り
で

す
。
少
し
で
も
健
康
寿
命
を
延
ば

す
た
め
に
地
域
で
開
催
さ
れ
る
認

知
予
防
、
転
倒
予
防
、
介
護
予
防

の
教
室
に
参
加
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
鈴
鹿
市
に
は
、
社
会
福

祉
の
充
実
や
ど
の
教
室
へ
も
通
え

る
生
活
交
通
の
足
を
確
保
し
て
ほ

し
い
も
の
で
す
。

年
金
が
下
が
り
社
会
保
障
も
ま

ま
な
ら
ず
…
…
高
齢
者
が
住
み
に

く
い
世
の
中
が
悲
し
い
で
す
が
、

せ
め
て
困
っ
た
と
き
に
は
、
ど
ん

な
些
細
な
こ
と
で
も
地
域
包
括
セ

ン
タ
ー
や
民
生
児
童
委
員
へ
相
談

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

同
じ
毎
日
な
ら
、
怒
っ
て
な
い

で
、
困
っ
て
な
い
で
、
大
き
な
声

を
出
し
て
ワ
ッ
ハ
ッ
ハ
と
笑
う
こ

と
か
ら
始
め
ま
せ
ん
か
。

田
中
美
代
子
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（２人分）鶏レバー150ｇ タマネギ1/2個 枝

豆（さや付き）100ｇ ニンニク１かけ しょうが小

１かけ 七味唐辛子少々

酢大さじ１

①レバーは、一口大に切って、さっと洗い、

血のかたまりなどを取り除く。

②タマネギは１㎝幅のくし形に切る。枝豆はゆでてさ

やから出す。

③ニンニク、しょうがはみじん切りにする。

④深めのフライパンに、油小さじ１を温め、弱火で③

を炒める。香りが出たら、レバー、タマネギを加え、

中火で１～２分炒める。酒大さじ２、しょうゆ大さ

じ１を加え、汁気を飛ばしながら３～４分炒める。

枝豆と酢大さじ１を加えてひと混ぜする。火を止め

七味をふる。

材料

（矢板橋 充子）

作り方

支部日誌

３月23日(木)「きらら｣編集･発行･連絡会
24日(金)東海ブロック交流集会(名古屋市）
28日(火)第28回県本部定期大会(松阪市）
31日(金)女性部世話役会

４月４日(火)山歩会津市美杉町｢尼が岳～大洞山」
５日(水)第12回組織部会(9:30～白子ｺﾐｾﾝ）

パソコン教室・グランドゴルフ
６日(木)「きらら｣編集会議・音読の会
７日(金)第12回執行委員会(13時30分～ｼﾞｪﾌﾘｰ)
11日(火）卓球を楽しもう
12日(水)スエアステップ・みんなで唄う会
14日(金)史跡めぐりの会(関町散策）
15日(土)年金支給日一斉宣伝
19日(水)温泉めぐる会「やぶっちゃ温泉」

史跡めぐる会・パソコン教室
20日(木)県本部女性部役員会
21日(金)「きらら｣編集･発行･連絡会
24日(月)年金違憲裁判第6回口頭弁論
25日(火)コミバスの会シンポジューム
26日(水)鈴鹿支部第21回定期総会(ｼﾞｪﾌﾘｰ）
29日(土)ＬＯＶＥ＆ＰＥＡＣＥ

５月１日(月)県中央メーデー（津市観音公園）
３日(水)憲法を考える三重県民のつどい

憲法施行70年平和コンサート
６日(土)「きらら｣編集会議
７日(日)山歩会 松阪市「堀坂山」
９日(火)卓球を楽しもう
10日(水)第１回組織部会(9:30～白子ｺﾐｾﾝ）

スエアステップ・みんなで唄う会
パソコン教室

11日(木)音読の会
12日(金)第１回執行委員会(13時30分～ｼﾞｪﾌﾘｰ)
13日(土)監視はイヤだ！５・13鈴鹿パレード
17日(水)グランドゴルフ・史跡めぐりの会
18日(木)県本部女性部役員会
19日(金)女性部世話役会
24日(水)「きらら｣編集･発行･連絡会

パソコン教室
26日(金)女性部「共謀罪」勉強会

《サークルへは乗る人も乗せる人も助け合いの心で気軽に乗り合わせて行きましょう。》

催
し
物
案
内

①
４
月
29
日
（
土
）
10
時
～
い
こ
い
の

家
「
麦
」
（
鈴
鹿
市
中
箕
田
）

②
５
月
１
日
（
月
）
10
時
～

津
市
観
音
公
園

集
会
・
パ
レ
ー
ド

白
子
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
９
時
出
発

弁
当
代
５
０
０
円

③
５
月
３
日
（
水
）
10
時
～

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
大
研
修
室

「
憲
法
は
す
で
に
改
正
さ
れ
て
い
る
」

講
師

佐
藤
潤
一
大
阪
産
大
教
授

④
５
月
３
日
（
水
）
14
時
～

鈴
鹿
市
文
化
会
館
さ
つ
き
プ
ラ
ザ

清
水
ま
な
ぶ

ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ

参
加
無
料
（
カ
ン
パ
要
請
あ
り
）

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
＆
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｅ

鶏レバーの
炒め物

わたしのレシピ

サークル掲示板
サークル名 サークル連絡先 次回例会

パソコン教室 樋口 公允（℡ 387-3541） ５月10・24日(第２･第４水)13:00～白子コミセン

山歩会 前田 純（℡ 374-4596） ５月７日(日)松阪市「堀坂山｣（７５７ｍ）

グランドゴルフ 松田 二郎（℡ 374-3134） ５月17日(水)９:00～フラワーパーク(雨天５月19日)

卓球を楽しもう 桑原 篤（℡ 374-2894) ５月９日(火)13:30～白子コミセン２Fホール

史跡めぐりの会 谷口 茂（℡090-6610-3773) ５月17日(水)13時30分～神戸コミセン

花をめぐる会 林 和代（℡ 382-4003） ５月いなべ農業公園ぼたん。

音読の会 太田 和美（℡ 383-4545） ５月11日(木)9:30～ジェフリーすずか

映画の会 辻井 豊子（℡ 386-0529） 随時

おしゃべりカフェ 中川 信子（℡ 388-0427） ５月休み。

スクエアステップ 宮﨑ヨシ子（℡ 378-7510) ５月10日（水)10時～12時社会福祉センター

みんなで唄う会 澤井 順子（℡ 378-6021） ５月10日（水)13時～15時社会福祉センター

女性部サークル

５
・３
憲
法
を
考
え
る
三
重
県
民
の
つ
ど
い

三
重
県
中
央
メ
ー
デ
ー

憲
法
施
行
70
年
平
和
コ
ン
サ
ー
ト

イ
ラ
ス
ト

樋
口

出


